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フェロシルト埋設

県
内
用
カ
所
に
蛭
大

錮
髭
州
詣
謂
型
　
撃
と
わ
り
】
「
き

が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
新
た

に
判
明
し
た
場
所
か
ら
も
土

壌
と
水
を
採
取
し
、
有
害
物

質
が
環
境
基
準
内
に
あ
る
か

一
よ
う
の
天
声
」
は
3
面
に

H
　
移
し
ま
し
た
。

県
内
で
は
こ
れ
以
上
の
埋
‥

設
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
一

本
巣
市
基
準
3
倍
の
フ
ッ
素
検
出

ど
う
か
分
析
を
進
め
て
い
主
壌
な
ど
の
分
析
結
果
は

る
。
ガ
ン
マ
線
の
放
射
線
量
一
分
か
り
次
第
、
関
係
自
治
体

瑞
浪
、
土
岐
、
可
児
市
な

ど
で
放
射
性
物
質
を
含
む
埋

め
戻
し
材
「
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
」

耶
捕
開
批
㌘
摘
摘
Ⅲ
窮
虻
謂
靴
閑

新
た
に
確
認
し
た
と
発
表
し
藤
認
さ
れ
た
の
は
計
十
カ

示
使
用
さ
れ
、
土
壌
か
ら
有
一
た
。
ま
た
本
巣
市
早
野
の
農
一
所
、
埋
設
量
は
判
明
分
の
五

一
害
物
質
が
検
出
さ
れ
た
問
題
面
で
は
市
の
調
査
で
環
境
室
カ
所
だ
け
で
三
万
ト
ン
を
超

え
、
有
害
物
に
よ
る
汚
染
も

四
カ
所
と
な
っ
た
。

【
関
連
記
事
2
5
面
に
】

新
た
に
発
表
さ
れ
た
五
カ

所
は
、
美
濃
加
茂
市
加
茂
野

町
、
本
巣
市
早
野
、
、
土
岐
市

調
査
は
、
い
ず
れ
も
現
段
階

で
は
自
然
界
と
同
レ
ベ
ル
だ

っ
た
と
い
う
。

本
巣
市
は
独
白
に
、
六
価

ク
ロ
ム
と
フ
ッ
素
に
絞
っ
た

調
査
を
、
県
公
衆
衛
生
検
査

に
公
表
し
た
い
」
と
し
て
い

る
。

セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て

施
。
結
果
、
フ
ッ
素
を
土
壌

面
里
町
、
瑞
浪
市
陶
町
、
李

東
市
・
岐
阜
市
境
の
造
成
些

弄斤

や
農
地
。
こ
の
う
ち
美
濃
加

茂
市
で
は
、
建
設
業
暑
が
社

屋
建
設
予
定
地
に
約
五
十
八

ト
ン
を
埋
設
し
て
い
た
。

一
㍊
当
た
り
二
三
㍉
ぜ
フ
一

（
環
境
基
準
同
〇
・
八
㍉
堵
フ
）
■

検
出
し
た
。
六
価
ク
ロ
ム
一

は
基
準
値
を
下
回
っ
た
。

付
近
の
民
家
の
井
戸
水
も

一
こ
れ
ま
で
の
県
の
調
査
で
一

す
瑞
浪
、
土
岐
、
可
児
市
㌦

採
警
た
が
、
異
常
は
な
か
一

った。製
造
元
の
石
原
産
業
（
大
一

山女　　　　　上手ミ
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※讐諾吾藍汚諾よも肇
阪
市
）
は
全

量
撤
去
に
向
け

て
撤
去
計
画
を

策
定
中
で
、

三
重
県
四
日
市

市
の
四
日
市
羊

場
敷
地
へ
の
‥

琶
を
検
討
し
一

て
い
る
。
　
■

県
不
適
正
些

理
対
策
室
は

「
流
通
に
か
か

わ
っ
た
取
引
業

暑
か
ら
の
聞

き
取
り
か
ら
、
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住
民
「
早
く
撤
去
を
」

瑞
浪
な
ど
で
井
戸
水
調
査

フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
の
新
た
な
埋
め
立
て
場
所
が
県
内
で
相
次
い
で
発

覚
し
、
周
辺
に
暮
ら
す
住
民
か
ら
は
驚
き
と
、
今
後
の
生
活
へ
の
影

響
を
心
配
す
る
声
が
上
が
っ
た
。

瑞
浪
市
陶
町
で
は
、
住
宅

地
の
一
角
約
二
百
平
方
㍍
に

埋
め
立
て
ら
れ
て
い
た
。
隣

に
住
む
夫
婦
は
「
怖
い
。
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
」
と
困

惑
し
た
様
子
。
夫
婦
に
よ
る

と
、
二
年
ほ
ど
前
に
埋
め
立

て
が
行
わ
れ
た
と
い
い
、
「
早

く
ど
か
し
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
た
。
地
元
の
勝
次
男
自
治

会
長
竜
五
）
は
「
工
事
の
際
、

業
者
か
ら
自
治
会
に
は
事
前

に
何
も
知
ら
さ
れ
な
か
っ

た
」
と
話
し
た
。

同
市
は
「
陶
町
で
の
対
応

は
県
の
調
査
結
果
を
待
ち
た

い
」
と
す
る
が
、
六
価
ク
ロ

ム
が
検
出
さ
れ
た
同
市
稲
津

町
で
は
、
希
望
す
る
住
民
に

井
戸
水
の
水
質
調
査
を
実
施

し
た
。
「
陶
町
で
も
結
果
次

第
で
同
様
の
対
応
を
考
え
る

こ
と
に
な
る
」
と
す
る
。
フ

ェ
ロ
シ
ル
ト
問
題
に
か
か
わ

っ
て
き
た
溝
口
昭
八
郎
市
議

は
「
業
者
は
情
報
を
す
べ
て

公
表
す
べ
き
だ
」
と
憤
る
。

土
岐
市
鶴
里
町
で
は
、
国

道
か
ら
数
百
㍍
入
っ
た
山
林

内
約
五
千
平
方
㍍
に
埋
ま
っ

て
い
る
の
を
、
県
と
市
が
今

月
十
五
日
に
確
認
。
二
年
前

の
埋
め
立
て
当
時
、
県
と
市

が
巡
回
で
搬
入
者
を
発
見
し

た
が
、
土
の
搬
入
と
の
報
告

を
受
け
、
問
題
視
し
て
い
な

か
っ
た
。
市
担
当
課
も
「
ど

れ
だ
け
埋
ま
っ
て
い
る
か
見

当
が
つ
か
な
い
」
と
話
す
。

本
巣
市
は
、
砂
利
採
取
が

行
わ
れ
た
同
市
早
野
の
農

地
約
九
千
平
方
㍍
の
う
ち
、

東
側
の
麦
畑
約
三
千
一
ハ
百

平
方
㍍
が
、
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト

で
埋
め
戻
さ
れ
た
と
み
て
い

る
。
市
が
十
四
日
に
中
央
付

近
を
試
掘
し
た
結
果
、
地
中

に
一
－
一
・
五
㍍
の
フ
ェ
ロ

シ
ル
ト
の
層
を
確
認
し
、
三

千
－
四
千
立
方
㍍
程
度
が
使

用
さ
れ
た
と
推
測
。
こ
の
層

か
ら
は
環
境
基
準
の
約
三
倍

も
の
フ
ッ
素
も
検
出
さ
れ

た
。十

六
、
十
七
日
に
は
同
市

職
員
が
周
辺
の
約
百
二
十
戸

を
訪
問
し
、
現
状
を
説
明
。

す
で
に
付
近
の
民
家
二
件
で

井
戸
水
を
調
べ
て
い
る
が
、

今
後
は
対
象
戸
数
を
増
や
し

月
内
に
実
施
す
る
。
現
場
近

く
に
柿
畑
と
水
田
を
持
つ
六

十
代
の
男
性
は
「
こ
の
辺
り

は
富
有
柿
の
産
地
で
、
食
の

面
体
代
表
の
兼
松
秀
代
さ
ん

雇
七
）
は
「
た
っ
た
二
、
三
年

前
の
こ
と
で
も
、
ど
こ
に
埋

め
た
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
抜
い
方
が
心

配
だ
っ
た
。
安
易
に
リ
サ
イ

ク
ル
品
と
し
た
こ
と
が
野
放

し
の
状
態
を
つ
く
っ
た
」
と
一

非
難
し
て
い
る
。

安
全
に
関
し
て
イ
メ
ー
ジ
が
一

悪
く
な
ら
な
い
か
心
配
」
と
¶

フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
問
題
を
追
一

及
し
て
き
た
岐
阜
市
の
市
寧

鞭
射
離
任
民
と
行
政
、
認
識
に
差

衡
鞄

放
射
性
物
質
の

埋
め
戻
し
材
「
フ

ェ
ロ
シ
ル
ト
」
の
使
用
が
県

内
で
次
々
と
明
ら
か
に
な

り
、
県
や
製
造
元
の
石
原
産

業
が
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
の
使
用

を
把
握
し
切
れ
て
い
な
い
実

態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

基
準
値
以
下
な
ら
放
射
性
物

員
u
　
酸
化
チ

⑳
タ
ン
の
製
造
過
程

で
生
ま
れ
る
廃
棄

物
を
基
に
し
た
製

フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
が
使
用
さ
れ
た
と
さ
れ
る
住
宅
団
地
内
の
空
き
地
を
訪
れ
、
土
を
チ
ェ
ッ
ク

㌻
ら
有
蓋
言
〓
〓
山
両
良
「
口
白
呵
灯
転
＝

品
で
、
石
こ
う
と
酸
化
鉄
が

主
成
分
。
ウ
ラ
ン
な
ど
微
量

の
放
射
性
物
質
も
含
ま
れ

る
。
土
地
造
成
時
の
埋
め
戻

し
材
と
し
て
、
2
0
0
1
年

か
ら
東
海
3
県
で
販
売
さ

れ
、
三
重
県
が
0
3
年
、
リ

サ
イ
ク
ル
製
品
に
認
定
し
、

使
用
を
推
奨
し
て
い
た
。
住

民
の
反
発
を
受
け
て
す
で
に

製
造
販
売
を
中
止
し
、
認
定

も
取
り
消
さ
れ
て
い
る
。

質
を
含
む
製
品
に
運
搬
や
使

用
に
規
制
は
な
く
、
今
回
の

撤
去
も
六
価
ク
ロ
ム
な
ど
の

検
出
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
に
含
ま
れ
る

放
射
性
物
質
を
め
ぐ
る
、
住

民
と
行
政
の
意
識
の
差
は
開

い
た
ま
ま
だ
。

フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
は
、
酸
化

チ
タ
ン
の
生
成
過
程
で
生
ま

れ
た
廃
棄
物
を
再
利
用
し
た

製
品
。
三
重
県
が
県
の
リ
サ

イ
ク
ル
製
品
に
認
定
し
て
い

る
が
、
微
量
の
放
射
性
物

質
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
、

使
用
さ
れ
た
地
元
住
民
の

強
い
反
発
を
招
い
た
。
可
児

市
大
森
で
は
住
民
運
動
に
ま

で
発
展
し
、
住
民
ら
が
「
放

射
性
廃
棄
物
だ
」
と
し
て
石

原
産
業
に
撤
去
を
求
め
て
い

た
。l

方
、
行
政
は
放
射
線
量

と
廃
棄
物
の
判
断
基
準
は
別

問
題
と
し
て
い
る
。
環
境
省

は
「
今
回
の
場
合
は
微
量
の

放
射
線
量
な
の
で
、
廃
棄
物

か
ど
う
か
の
判
断
と
は
関
係

な
い
。
さ
ら
に
有
償
で
取
り

引
き
さ
れ
て
お
り
、
廃
棄
物

と
み
な
す
の
は
考
え
に
く

い
」
と
す
る
。
県
も
「
放
射

性
物
質
を
含
ん
で
い
て
も
基

準
値
以
内
な
ら
健
康
に
は
問

題
が
な
い
」
と
説
明
す
る
。

だ
が
、
住
民
に
と
っ
て
の

不
安
は
放
射
線
量
で
は
な

く
、
放
射
線
そ
の
も
の
の
存

在
。
岐
阜
市
の
市
民
団
体
「
放

射
能
の
ゴ
ミ
は
い
ら
な
い
！

市
民
ネ
ッ
ト
・
岐
阜
」
の
兼

松
秀
代
代
表
は
「
本
来
、
放

射
性
物
質
は
産
廃
と
し
て
処

理
す
べ
き
だ
」
と
主
張
す
る
。

今
回
は
、
一
部
の
造
成
地

な
ど
で
六
価
ク
ロ
ム
が
検
出

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
よ
う

や
く
石
原
産
業
が
県
に
撤
去

す
る
方
針
を
伝
え
た
。
だ
が

撤
去
に
法
的
な
強
制
力
は
な

く
、
判
断
は
企
業
に
委
ね
ら

ロ　　れ
シあて
ルるい
ト住る
が民の
形ヰま、が
を「現
変ま状
えただ
てフ　○
運エ

び
込
ま
れ
た
ら
、
同
じ
こ
と

の
繰
り
返
し
に
な
る
の
で
は

な
い
か
」
と
懸
念
す
る
。

住
民
と
行
政
の
間
に
あ
る

認
識
の
違
い
を
埋
め
る
た
め

に
も
、
同
様
の
ケ
ー
ス
に
対

す
る
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
　
　
　
（
河
合
修
）


